
300秒 で 高次正規形 を
紐解け…なさそう

2010/09/03 おーがみ
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自己紹介

ビズアイユ こと おーがみ。

表の顔はBIエンジニア、裏の顔は秘密。

結構レアなDB2エキスパート資格持ち。
（↑でも、業務では全然触ってない…）

残りの情報は二次会でどぞ。
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高次正規形とは？

一般的には、第四正規形以降のCodd氏
以外が定義した正規形を指す模様。

今回の主トピックは
DKNFと6NFです
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関係モデルのおさらい

関係：属性の定義域の直積の部分集合

組：関係の属性値の一つの組み合わせ

集合：一意に識別できる要素の集まり

候補キー：関係の中で組を一意に
識別できる最小構成の属性

候補キーのないテーブルは
厳密には関係と言えない
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第一正規形のおさらい

定義：関係Ｒの全ての属性が
スカラ値（単一）であり、
繰り返し項目を持たない。

Date氏的には
これも非正規形

Not NF

Not NF

1NF
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第二正規形のおさらい

定義：第一正規形の条件を満たし、
全ての非キー属性が候補キーに
部分関数従属していない。

候補キーが複数の属性で
構成される場合のみ
部分関数従属が起こる

1NF

2NF
5NF
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第三正規形のおさらい

定義：第二正規形の条件を満たし、
全ての非キー属性が候補キーに
推移的関数従属していない。

2NF

3NF

Ｘ→Ｙ→ＺでもＹ→Ｘなら
推移的関数従属にならない
＝代理キーは使ってもＯＫ

5NF 非キー属性間に関数従属
＝推移的関数従属アリ
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属性の従属性のおさらい

関数従属性：
属性Xの値が決まると
属性Yの値も一意に定まる性質。

多値従属性：
属性Xの値が決まると
属性Yの値も複数に定まる性質。

結合従属性：
属性Xによる結合を行っても
属性Yの情報量が増加しない性質。
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Boyce-Codd正規形のおさらい

定義：第三正規形の条件を満たし、
非キー属性から候補キーの
一部分に対する関数従属がない。

3NF

{講座､学生}→講師
講師→講座

結合従属性を維持して
正規化を行うには

関係を三つに分ける

元の関係にあった
関数従属性

(ビジネスルール)
は失われるBCNF(5NF)
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第四正規形のおさらい

定義：BCNFの条件を満たし、
対象性のある（複数の）
多値従属性を含まない。

BCNF

4NF

ﾚｽﾄﾗﾝ によって
配達できる地域が

複数に定まる

ﾚｽﾄﾗﾝ によって
作るピザの種類が

複数に定まる
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第五正規形のおさらい

定義：BCNFの条件を満たし、
自明でない結合従属性を含まない。

BCNF

5NF
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ここまでのまとめ

候補キーを単一の属性で構成すると、
関係をシンプルに正規化できる。

候補キーが単一の属性の場合、
Not NFか２NFか５NFにしかならない。

エンティティの関連を一つの関係に
複数盛り込むと、話が厄介になる。

二つの属性で構成された候補キーが
組である関係は必ず５NFとなる。
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なぜ正規化を行うのか？

構文論的(Syntactic)な視点：
素直な関係演算を可能にするため。
（↑NULLを取り除くことも含む。）

Not NF

5NF

500円以上の商品が
購入された取引明細を
求めるSQLを考えると…
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なぜ正規化を行うのか？

意味論的(Semantic)な視点：
一つの関係に対応するエンティティを
一つに限定し、更新時異状を防ぐため。

1NF

5NF 5NF

従業員エンティティと
役職エンティティが
関係内に混在したのが

更新時異状の原因
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ドメイン/キー正規形とは？

定義：関係Ｒの全ての静的な属性値が
キーとドメインの制約に紐付く。
（↑更新時異状が起こらない。）

5NF

DKNF

DKNF

5NFでも更新時異状が起こりうる
(Garyの財産が10億を超えると…)
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DKNFの理想と現実

属性値の制約条件が全てDB側にあれば、
アプリ側に制約を実装しなくてよい。
（↑コードをI/O化して除去できる。）

キーによるもの以外の制約を現実的に
全て実装するのは困難と思われる。

DKNFは概念的な正規形と言える。

＜取り除ける更新時異状の原因＞
5NFまで：C-異常、DKNF：F-異常
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第六正規形とは？

定義：候補キーに対し非キー属性が
一つしか存在しない。
（↑エンティティを最小化する。）

名前と職業と収入は
それぞれ独立の事象
(エンティティ)である

↓
独立の事象なので

発生タイミングも別々
↓

一つの関係にまとめると
NULLが現れる原因に

5NF

6NF

NULLが消えた
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第六正規形の理想と現実

時間的(Temporal)な値の変化を想定。

NULLが完全に除去されるので、
二値論理で関係演算を完結できる。

エンティティが明確になるので、
概念スキーマを深く検討できる。

そのまま論理スキーマにしてしまうと、
JOINばっかりで辛くなると思われる。
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第六正規形と時間変化

5NF

6NF

新しい情報の追加だけで問題ない。

新しい情報を追加する際、
それとは関係ない過去の情報も
含めないと意味が変わってしまう。

そもそも第六正規形は
Temporal Databaseという
論考の中で定義されました
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DKNFと6NFの厄介な状況

6NFがDKNFの意味で使用されている。

5NFの次にDKNFが定義されたのが原因。

文献を調べるときにも非常に紛らわしい。

より高次な正規形がどちらか分からない。

DKNFは静的な属性が念頭の正規形。

6NFは時間変化する属性が念頭の正規形。

どちらが高次という話ではなく、
異なる概念である。

5NF
DKNF

6NF
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正規形を一発で見抜く表

これでデスペ対策もバッチリ！
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6NFとT字型ER手法

Date氏が2002年に6NFを定義する以前、
1998年に発表された日本発のデータ
モデリング手法『T字型ER手法』には、
6NFを応用した技術が存在する。

携帯電話番号は
NULLを含む

↓
従業員と携帯電話は

別の性質の資源
↓

みなしエンティティ

Virtual
Entity
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更なる深淵へ

第七正規形を考えた人が日本にいる。
（↑誰か知り合いの方はいませんか？）

DKNFをググると若干危険な雰囲気。

もっとT字型ER手法に突撃してみる。

SuperSQLに最適な正規化のレベルは？
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クレームはこちら

ブログ:
流離ヒ見聞録

mixiとgreeとtwitter:
全部 ビズアイユ で検索

接近戦:

結構な割合で ClubDB2 にいる


